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   韓国語文章末の感情イントネーションの一考察 

―視覚と聴覚学習の比較― 
 

 

崔 壯源1  

 

 

本研究は、米国人韓国語学習者（以下、英語圏学習者）と日本人韓国語学習者

を対象にピッチ曲線の視覚資料とモデル音声の聴覚資料を用いての文末イン

トネーションを練習した結果について実験調査した。その結果、中立、驚き、

疑い、落胆、嬉しいといった５つの感情表現の枠組みから、驚きと嬉しさの気

持ちの表現を「喜び」という項目にまとめ、疑いと落胆の気持ちの表現を「失

望」という項目にまとめる教育、指導に扱う枠組みの単純化を主張し、3つの

感情表現の枠組みでの分析を行った。その結果、以下の 2 点が分かった。 一

つ目は、中立と喜びの意図を持つ発話は、他の感情への判断とはっきり区別さ

れる結果が得られた。二つ目は、失望の意図を持つ発話は、視覚資料と聴覚資

料を使った学習者群共に中立と喜びと判断される例が 20％弱くらい根強く残

っており、その一致率が59.1％～72.8％の範囲で現れ、他の感情表現より誤解

が生じる可能性が高いことが分かった。 

 

 

1. はじめに 

本稿では、韓国語学習者の感情・態度を表現する時の文末イントネーションによ

り、意図していない誤解が発生しないように、感情を込めた文末イントネーション

の生成のための音声練習方法の効果を調査した。この音声練習にはピッチ曲線を基

本とする視覚資料とモデル音声を使った聴覚資料を使った。本研究で扱っている感

情表現は、中立・驚き・疑い・落胆・嬉しさの５つの感情を対象にした。 

伝統的に音声指導の方法には聴覚的資料の提供が一般化している。ここで日本語

音声教育関連の研究分野で実施した「東京語アクセント聞き取りテスト（平田他、

1997）」という縦断調査結果を参考としたい。一つ一つの語句について決まってい

る高低の配置（金田一、1967）として定義される日本語の高低アクセントを来日直

後は 52％から 10 か月後には 78％にまで伸びたが、1年経ってもピッチの下がり目

                                                      
1
 本研究は、科研費【基盤研究C:15K02722】の助成を受けたものである。 
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を知覚できない学習者もいるとしている。このように音声指導は、学習者のバラつ

きが激しい分野でもあり、1 年経っても学習者の聴覚的知覚が出来ない学習者のた

めにでも別の資料の提供が必要であろう。その代表的なものが音声を視覚化した資

料と考える。日本語のアクセント辞典などに線で高低の位置を示している資料のよ

うなものである。 

本研究では、韓国語の文末イントネーションを視覚化した資料とモデル音声の聴

覚資料をもちいて、学習者が自由に練習し、その音声を収録して、韓国語母語話者

に発話者の意図を評定してもらう聴覚実験を行った。 

 

2. 先行研究と問題の所在 

この研究に至るまでの先行研究に関しては、崔(2016、2017a、2017b)とかなり重

複するので、ここでは感情別文末イントネーションの発話を韓国人母語話者が聴覚

判断した結果だけを取り上げることにする。 

本研究を行う前に、筆者は韓国語母語話者2の 33名が発話した感情別発話の合計

165 個の音声を感情別に発話した内容を別のグループの韓国語母語話者 30 名が聴

覚的判断を行った結果 4,950個の回答を調査・分析した（崔、2016）。この調査では、

聴覚評定結果により、上位群と中位群の発話を音響分析し、その違いを明らかにし

た。次に、アメリカの大学で韓国語を学習する 20 名3が発話した 100 個の音声×平

叙文・疑問文の 2 種類を発話してもらい、韓国語母語話者 47 名が聴覚的判断を行

った結果9,400個の回答を調査・分析した(崔、2017a)。最後に、日本の大学で韓国

語を学習している大学生 20 名4が発話した 100 個の音声を韓国語母語話者 40 名が

聴覚的判断を行った結果 4,000個の回答を調査・分析した(崔、2017b)。 

                                                      
2
 ソウル方言話者の大学生33名（男性6名、女性27名、平均年齢21.9歳）でソウル・京畿道で

言語形成期（小学校から中学校までの期間）を過ごした人を対象とした。 
3
 アメリカのUniversity of Colorado Boulder で韓国語を学習している学生を対象とした。アメリカ

では標準語話者の概念で被験者を選ぶことが困難な点、それから学習者の場合、標準語を使用

する人に限定した教育はあり得ないことから、広く英語母語話者を対象とした。 
4
 男性3名、女性17名、平均年齢19.8歳である。学習者の場合、標準語を使用する人に限定した

教育はあり得ないことから、学習者には言語形成期の制限は設けていない。広く日本語母語話

者を対象とした。 
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まず、上記の３つの調査・分析の結果を紹介する前に、調査方法を言及しておく。

まず、録音資料として使ったのは、「A1:ミナさんも来ますか。B: はい。ミナさん

も来ます。A2: あ、そうですか。」の韓国語会話文を用いて、A2の答えに当たる「아 

그래요」がターゲット文である。ここに中立に関する提示は、「納得とも表現でき

る。ミナさんが来るという情報は分かったという気持ちで、“あ、そうなんだ”程度

の表現である。」と説明した。また、驚きは、「ミナさんが来るという情報を聞き、

“意外と感じて驚いた時”の表現である。」とし、疑いは、「ミナさんが来ると言って

はいるものの、今までのミナさんの態度から判断して、“来ないだろうにという疑

いを抱いている時”の表現である。」とした。落胆は、「ミナさんは来ないでほしか

ったのに来るという場面で、“自分の願望と違ってがっかりした時”の表現である。」

とし、最後に、嬉しさに関しては、「ミナさんも来てほしいと思っていた時の気持

ちであり、“自分の願望どおりになった時の嬉しさ”の表現である。」と説明した。

この説明内容は、発話者である韓国語母語話者、英語圏での学習者、日本人学習者

と聴覚的判断をする韓国語母語話者にも同一の内容を提供した。 

韓国語母語話者の発話に対する聴覚的判断の結果では、全体一致率が 38.2％であ

った。感情別の結果をみてみると、中立が 41.7％、驚きが 40.0％、疑いが 24.5％、

落胆が52.8％で最も高い一致率を見せ、嬉しさは35.3％の結果であった（崔、2016）。

後ほど、４．結果のところで日本人学習者と英語圏の学習者の発話した感情表現に

対する韓国語母語話者の聴覚的判断の結果を示すが、英語圏学習者の発話の全体一

致度は34.2％、日本人学習者の発話の全体一致度は 37.4％であり、韓国語母語話者

の発話、また学習者の感情表現の発話意図と韓国語母語話者の一致度が非常に低い

結果であった。例えば、学習者側の感情表現の結果だけが韓国語母語話者の聴覚的

判断に難しい結果であれば、文末表現の指導の必要性が主張できる。しかし、今回

の結果では、韓国語母語話者の感情表現の発話の一致度も非常に低い結果であった。

このような結果になった理由は実験計画当初から予想されていたいくつかの理由

もある。つまり、感情別状況を説明した上での発話を試みる音声収録の実験手順に

より、発話者は指示された感情表現を充実に表現しようとし、ある意味での演技が

必要となる。その演技力の結果によって本研究の結果も左右されかねない限界性を

含んでいた。それから、もう一つの理由としては、中立、驚き、疑い、落胆、嬉し

さという感情表現自体は会話や人々のコミュニケーションには存在するものの、あ
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る発話を聞いて先述の５つの感情を正確に当てるテストの難易度が極めて難しい

テストであることが分かった。さらに、本研究の目的である韓国語の音声指導のた

めの視覚資料を確保するために行った母語話者の聴覚的判断結果と音響分析の結

果から次のことが分かった。驚きと嬉しいという感情は、音響分析からのピッチ曲

線の現れ方が非常に似ており、母語話者の聴覚的判断にも影響を及ぼしていること

が分かった。 

3.1 の図１から図５をご参照されたい。後ほど 3.1 で崔(2016）の結果を示すが、

疑いの感情で発話した韓国語母語話者の発話の中で、母語話者の聴覚的判断との一

致度が最も高かった音声の一致度は 63.3％であった。他の感情表現の一致度と比べ

てとても低い。一致度が 63.3％だった最上位の音声の文末イントネーションは、驚

き、嬉しさのピッチパターンと似たような急激な文末上昇調で現れている反面、最

上位に次ぐ52.1％の一致度の2番目の音声は落胆のピッチパターンのように緩やか

な上昇調しか現れなく、文末に急激な上昇調と緩やかな上昇調のピッチパターンが

混在して現れた。この結果、疑いの発話意図を持つ韓国語母語話者の発話は、中立

と判断されたのが 27.6％、驚きと判断されたのが 17.0％、疑いが 24.6％、落胆が

25.1％、嬉しさが 5.8％の結果となり、最も発話・聴覚的判断の難易度が高い感情表

現であることが分かった。このような結果を受け、学習者への指導を目標とするた

めには、指導のための感情項目を単純化する必要性があった。 

そこで、本稿では、感情別文末イントネーションの練習の結果を分析する段階で

は、感情表現を中立、失望、喜びの三つに再設定し、分析を試みることにした。失

望には、疑いと落胆の回答が合算され、喜びには驚きと嬉しさと答えた回答の結果

が合算されることになる。 

 

3. 調査方法 

崔(2016）では、韓国語母語話者の 33名が発話した感情別発話の合計 165個の音

声を別のグループの韓国語母語話者 30 名に聴覚的判断をさせた結果から、最も一

致度が高い発話を選定し、感情別上位群の音声を特定した。中立の音声からは

73.3％の一致度を見せた発話を、驚きの音声も同様に 80.0％、疑いでは 63.3％、落

胆では 100％、嬉しい感情を表現した音声からは 100％の一致度が得られた音声か
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らのデータを学習者の練習資料とした。この音声からピッチ曲線を抽出したものを

視覚資料とし、その音声を聴覚資料とした。先述した内容をもう一回断っておくが、

実験は先行調査方法との均衡性を確保するため、５つの感情通りに実施し、分析の

段階で3つの感情パターンに再分析する段階を追加した。 

 

3.1 発話資料及び音声提供者及び韓国語母語話者の聴覚判断者 

発話資料は以下の図１から図５の通りである。視覚資料で練習するグループ

の学習者には以下の資料を与えた。聴覚資料で練習するグループの学習者には、

以下の図を抽出した韓国語母語話者の音声を与えた。それぞれ、練習時間は 15

分とし、両グループに与えた視覚資料と聴覚資料をあくまでも参考のものとし、

5 つの感情をよく考えて練習するようにと指示した。 

 

 

図 1韓国語母語話者の中立の上位音声 

 

図 2韓国語母語話者の驚きの上位音声 

 

図 3韓国語母語話者の疑いの上位音声 

 

図 4韓国語母語話者の落胆の上位音声 

 

図 5韓国語母語話者の嬉しさの上位音声 
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学習者は英語母語話者と日本語母語話者の学習者 20名ずつ、計 40名の学習

者から得られた 200個の音声ファイルを聴覚的判断に用いた。聴覚的判断は 80

名の韓国語母語話者に依頼した。80名のデータ中、6名の回答データにパター

ン化した回答記述をしており、分析対象から除外し、74名分から得られた15,200

個の回答を分析対象とした。 

 

1. 結果 

本稿では、崔(2016）で実施した韓国語母語話者の 33名が発話した感情別発話中

別のグループの韓国語母語話者 30 名が聴覚判定した結果、最も一致度が高い発話

を選定した。中立の音声からは73.3％の一致度を見せた発話を、驚きの音声は80.0％、

疑いでは 63.3％、落胆では 100％、嬉しい感情を表現した音声からは 100％の一致

度が得られた音声データから学習者が練習できる視覚資料と聴覚資料を用意した。

この資料を使い、今までの実験の手順通りに５つの感情表現からの結果を表 1と表

２に示した。 

 

表 1 米国韓国語学習者（EN）と日本人学習者(JP)の練習資料別一致率 

 視覚・聴覚 一致率(％) 

EN 視覚 52.4 

EN 聴覚 57.6 

JP 視覚 53.5 

JP 聴覚 52.2 

EN+JP 視覚 52.9 

EN+JP 聴覚 54.9 

 

視覚・聴覚資料を用いずに実験を実施した韓国語母語話者の発話に対する聴覚的

判断からの全体一致率が 38.2％(崔、2016）、日本人学習者の発話の全体一致度は

37.4％ 崔、(2017a）、米国学習者の全体一致度は 34.2％(崔、2017b）であった結果と

比べると全体的に約 15％弱くらいの成績の伸びが観察された。この結果を各５つの

感情別発話の結果を表 2から詳しく見てみると次の３点の特徴が見えてくる。 
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一つ目は、中立の発話パターンは、10％台くらいで疑い、落胆と判断される場合

もあるが、概ね中立の発話は視覚・聴覚資料を使っての練習をした時、他の感情と

の判断に差がつく。 

二つ目は、驚きと嬉しい気持ちの発話では、嬉しさの気持ちで発話された音声の

多くが驚きと判断される例が多い。これはピッチ曲線上でも確認出来たようにピッ

チの現れ方が非常に類似している点に起因するものと考えられる。 

三つ目は、疑いと落胆の場合、感情別判断あるいは、発話において最も難しい発

話であることが分かった。発話が難しいのか母語話者の判断が難しいのかは今回の

実験では明らかにすることが出来なかったが、疑いと落胆の発話及び判断結果では

相互への結果に衝突が起きていることが確認でき、中立への判断結果も多く現れて

いることが分かった。 

このような結果から、２先行研究と問題の所在で韓国語音声教育、指導のために

は感情表現の枠を単純化する必要性があることを主張した。 

 

表 2 米国韓国語学習者（EN）と日本人学習者(JP)の 5つの感情別一致率 

 視覚・ 

聴覚 
感情 中立 驚き 疑い 落胆 嬉しい 合計 

EN+JP 

視覚 

中立 69.9 3.1 10.2 13.4 3.3 100.0 

驚き 6.8 61.1 7.2 4.1 20.8 100.0 

疑い 14.7 10.5 40.9 19.6 14.3 100.0 

落胆 24.6 2.4 16.1 55.3 1.7 100.0 

嬉しい 7.4 42.4 7.4 5.3 37.4 100.0 

聴覚 

中立 69.8 4.3 10.2 11.4 4.3 100.0 

驚き 4.9 64.9 5.1 2.4 22.6 100.0 

疑い 28.4 14.3 34.7 17.8 4.8 100.0 

落胆 14.7 6.7 23.5 51.1 4.0 100.0 

嬉しい 8.4 26.1 8.2 3.4 53.9 100.0 

 

そこで、５つの感情表現から声の高低のパターンが似ている感情表現をまとめ 3

つの枠組みに変えて分析しなおした結果を表 3にまとめた。表 3には、驚きと嬉し

さの表現を「喜び」という項目にまとめ、疑いと落胆の気持ちの表現を「失望」と

いう項目にまとめて再分析した結果である。 
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表 3 米国韓国語学習者（EN）と日本人学習者(JP)の３つの感情別一致率 

   中立 喜び 失望 合計 

EN 

 

視覚 

中立 70.8 6.4 22.8 100.0 

喜び 6.0 84.9 9.1 100.0 

失望 18.6 22.3 59.1 100.0 

聴覚 

中立 68.0 5.1 26.9 100.0 

喜び 5.7 85.4 8.9 100.0 

失望 22.6 11.1 66.3 100.0 

JP 

 

視覚 

中立 69.1 6.5 24.5 100.0 

喜び 8.2 76.9 14.9 100.0 

失望 20.7 6.5 72.8 100.0 

聴覚 

中立 71.6 12.0 16.4 100.0 

喜び 7.6 82.1 10.3 100.0 

失望 20.5 18.6 60.9 100.0 

 

上記の表3を見ると、次のような特徴が見えてくる。 

一つ目は、中立と喜びの意図を持つ発話は、他の感情への判断とはっきり区別さ

れる結果が得られた。 

二つ目は、失望の意図を持つ発話は、視覚資料と聴覚資料を使った学習者群共に

中立と喜びと判断される例が 20％弱くらい根強く残っており、その一致率が 59.1％

~72.8％の範囲で現れ、他の感情表現より誤解が生じる可能性が高いことが分かった。 

 

2. 考察 

本稿では、韓国語の文末イントネーションの指導方法における視覚資料と聴覚資料

を使った際の教育効果を量的検証することを目標としていた。しかし、各感情別の

発話のピッチパターンが非常に多岐にわたるパターンで現れていることから教育、

指導に提示できるモデル資料の選定作業に多くの手間が取られた。それに、今まで

の先行研究で行ってきた５つの感情表現から教育、指導にふさわしい枠組みへの修

正が必要であることを主張したが、その当為性に関しては今後多くの議論を期待し

たい。最後に本研究では、視覚資料と聴覚資料を使った学習者間のデータを取った

が、学習者個人のバラつきが激しい特徴に鑑みると、学習者内の資料別効果を検証

する必要があった。これらは今後の課題にしたい。 
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